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        ①事実に関する言明の整合性の検証 
２価値判断・・・事実の背後に含まれる価値の認識 









         ①事実に関する言明の整合性の検証 
 ２価値判断・・・事実の背後に含まれる価値の認識 
         ①事実と価値との整合性の検証 
         ②価値そのものの妥当性の検証 
仮説としての解決策の妥当性を検証 
 １事実判断・・・仮説を構成している要素となっている事実の認識 
         ①事実に関する言明の整合性の検証 
 ２価値判断・・・事実の背後に含まれる価値の認識 
         ①事実と価値との整合性の検証 



















































































表 2 単元「マレーシアにおける熱帯林の減少」の概要⒖） 























































































































【表３ 小学校第 4学年「安全なくらしを守る人たち」の単元構成】19） 















































































































































































段階１  議論のレイアウトによって，社会的論争の主張構造を明らかにする。 
段階２  議論のレイアウトの諸要素で意味や価値を確定すべき言葉を選択する。 












授業は，「第 1時 長崎新幹線建設問題の概要」「第２時 長崎新幹線建設問題の論争分析」「第３時 
長崎新幹線建設問題が埋め込まれている状況の分析」「第 4 時 社会的論争への参加としての討論」










【表４ 中学校公民的分野単元『長崎新幹線建設問題』第 4時の学習指導案（一部抜粋）】27） 



























































































































































導入  中心発問の提示 
展開１ 社会的価値①（団体自治の実現）により体系化される知識の分析―福山市付近を事例に― 
展開２ 社会的価値②（住民自治の実現）により体系化される知識の分析―福山市付近を事例に― 
                                         【1時間】 
展開３ さまざまな社会での法則・社会的価値の確証・確認 ―広島県各地の事例より― 
展開４ さまざまな社会での法則・社会的価値の反証・相対化 ―日本各地の事例より― 【1時間】 
終末部 育成した思考力の応用・発展                        【1時間】 
表５において示される地方自治についての法則，および社会的価値を獲得するのが，展開１・２で




















































































































  合併を推進した地域の人々は地方自治体が 
  国から独立して自律的に地域の問題を解決 
  できるようになることはよいことで，それ 
  に貢献する合併はよいことであるとした。 




























































パート    教師の発問・指示          学習内容 
導


























































































































































































































































































































































資料の内容にもとづいて記しなさい。     【知的（道具的）な合理性】 
５．他者の決定は，どのような関心・価値から導かれたのか記しなさい。 
                     【実践的な合理性】 
６．他者の決定を実行する際に，考慮すべき点を記しなさい。 


















































































































 第２限象：同化政策                     第１象限：人種分離政策 
        （法制度Ｂ）           （法制度Ａ） 
        ・帰化法            ・異人種結婚禁止法 
        ・移民法            ・グリーン事件 
 
 
        （法制度Ｃ）           （法制度Ｄ） 
        ・ラヴィング法         ・ブラウン事件 
        ・住民提案 209号        ・公民権法 
        ・バッキ事件          ・アファーマティヴ・ 
アクション 
 





























































































































































































































      








































































































































































































































































































































































































































  「異人種間結婚禁止法」       対立             
  「帰化法」「移民法」                    対立 
 
                    「バッキ事件」     「アファーマティブ・アクション」 




 第 1 は，当該の制度や社会的判断をひとつの価値判断との対応関係でとらえさせない点である。制
度を過去になされた選択・判断の結果と捉え，その調整過程を分析することで，制度をめぐる様々な
価値判断基準について認識することができる。 

















  形式的平等   実質的平等 




    題材              アイヌ問題 
    問題観          歴史の再審としての社会問題 
     再審請求者        被請求者 
 教育 
 内容 
 記憶観   先住民族としての記憶     未開民族としての記憶 
 社会観     多民族社会観      単一民族社会観 












  （主な教授・学習資料） 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































 第２限象：同化政策                     第１象限：民族分離政策 
        
       ・北海道旧土人保護法    （単元中の該当事例なし） 
        
 
 
                        
       ・二風谷ダムの建設      ・アイヌ肖像権訴訟 
                      ・アイヌ新法ウタリ協会案 
                      ・二風谷ダム建設訴訟 
 
















































































































































成 26年度教育実践発表会（第 1回）公開授業指導案集』，2014年，pp．１－７． 
４）桑原敏典『中等公民的教科目内容編成の研究』風間書房，2004年，ｐ．17． 
５）以下の文献を参照に作成した。 

















































































































































           個の価値観     社会的価値              異なる行動様式 
            解釈A                            
民主的価値        ↕ 
（自由・平等      解釈B     合意された解釈   社会制度・システム   行動様式   （①へ） 
正義）    ①解釈   ↕  ②調整        ③制度化      ④規範化・社会化  ⑤社会問題化 
            解釈C 
    
                       







            内面化           分析 
 
          具体化         分析 
      
   
具体化         分析       
                                 
              規定         分析      
                                 B 民主的価値の解釈 
              解釈         吟味       調整に基づく社会的 
                                  価値の創出 
                               
   社会化の過程     吟味の過程 



















































































                     実践知 包括的・感情的色彩を帯びた意味付与 
言葉にできない知識 
      
 
                     主体的構造化された知識（主観的知識） 
                     洞察や予見によって新しい知を生み出す，〈知〉の概念 
                     枠組み 
 
 
                     客観的構造化された知識 
 













面に含まれよう。第 2接面は，第 1接面で得られた理    










体  験（具体的経験・実践） 
柔らかな知識（soft knowledge） 
と知のソフトウェア 
       客観的知識体系 
（hard knowledge system） 








































激する）役割も持つ。ＹＯＵ世界は I が YOU を内化した（あるいは内化する過程にある）融即関係で結
ばれる世界である。THEY は匿名性を持つ三人称的他者の世界であり,現実の社会・文化的実践の場であ

















                 
 
                  
                  




               （事象についての解釈） 
                
個別的記述的知識 
                （事象の在り様） 
 






















































































【表 10 自主的自立的な価値観形成をめざす小学校社会科授業の内容編成原理】 
     方法 
分析対象 






























































































































































































































































































































































































































































































































 単元において子どもが獲得すべき知識の構造と単元の流れについて図２，および表 12に示した。 
 
 
B‐②③④            B-①            A－③         A－②           A‐③ 地域の観察・調査 
















































































































【表 12 単元の流れ】 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１） 第 1次「三隅町はどんな町でしょう」 
 島根県浜田市立三隅小学校は島根県西部に位置する，全校児童 200名の小学校である。平成 25年






















































































































































































































・駅のある町 ・駅のまわりにお店が集まっている町 ・家とお店が分かれている町 
【三隅支所周辺】 
・お店がたくさんある町 ・広い道路がある町 ・にぎやかな町 ・いろいろなお店がある町 
【三保公民館周辺】 













     【町の特徴】      【社会的判断（～がよい）】 
 




                        電車で移動できるのがよい 
 
 
                         
車で移動できるのがよい 
【図 18 町の特徴の移り変わり】 
 
（４） 第 4次「みなにとってよい町とはどのような町か」 


























【表 13 「みんなにとってよい町とはどんな町か」】 










































































































































































































































































   












                     比較 





















【 解釈 】 
駅を中心にお店が集中する
町 












【 事実 】 
三保三隅駅周辺の道路，商
店，家，公共施設の様子 
【 事実 】 
三隅支所周辺の道路，商店，家，
公共施設の様子 































































































































っている。しかし,商品が生産者から第 1 次卸,第 2 次卸,運送会社等々多くの取次業者を経由すること
から,商品にかかる経費が過重となり,商品の価格が高くなるという問題点もある。 







 第 1 次「買い物調べをしよう」はA-①「消費行動に分析による課題設定」に，第 2 次「お店を調べ
よう」は A-②「小売店に関わる事実認識」A-③「販売者の事実判断の相対化」，第 3 次「つくるなら
スーパー？コンビニ？」は「B 販売者の事実判断の吟味過程」に相当する。 
具体的な単元構想については，表３「第 3 学年単元 私たちの生活と商店」に示した。 
 







B‐②③④       Ａ－③小売店の意図の      A－③            A－②         A‐②小売店についての 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【資料 13 第 3次の授業記録】 




























































































































































































































           
             どのような顧客をターゲットとして MDを工夫するか 






                      比較 




  【スー パー マー ケットについての事実認識】        【コンビニエンスストアについての事実認識】 

























【 事実 】 
スーパーマーケットの商品の品揃え，価格，
サービス，店舗施設，立地についての知識 




     【事実についての解釈】 
顧客のよい品物を安い価格で買いたいとい
うニーズ，ワンストップショッピングのニ
ーズに対応した MD を行っている。 
 




      【事実判断】 
日用品を定期的に購入する家族世帯をター
ゲットとするのがよい。 




の品揃え，価格，サービス，店舗施設，立地等の MD を行っている 
92 
 
























































































料の質に合わせ，自然の力を生かしながら，熟練した職人の手によって 1 枚 1 枚生産される」という
特徴から分析される。 
 「価値吟味過程」についての到達目標は，石州和紙の「1889年には 6337戸あった石州和紙の製造者




















































【資料１４ 第 3学年単元「昔の道具と今の道具」の教授書】12） 
１．単元のねらい 





ごはんをたく   特 徴 冷やして保
存する 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































第 3 次 これから大切にすべきこととは何か（2 時間） 
目標 「安い，効率的，標準的」と「地域文化の重視，自然との調和，熟練した技術」という価値判断につ
いて評価する。また話し合いを通して，「もの」に対する判断基準を見直すことができる。 




























































































































































・羽釜          ・羽釜つきガスかまど   ・電気炊飯器      ・IH 電気炊飯ジャ  ー












・洗いおけと洗濯板      ・手回し洗濯機     ・電気洗濯機      ・全自動洗濯機 











・氷冷蔵庫            ・家庭用電気冷蔵庫      ・現在の冷凍冷蔵庫 












・火打ち箱           ・マッチ      ・使い捨てライター  ・チャッカマン 











































































































































































































































































































































































































































































































す ば や く
漉き舟


































































い っ き に
ふるい捨てます

































































































い た は り
 
  剥がされた










ほ し い た
に貼り付けます








は り お え た
干し板











































































































































































   
 
 





























    
 































   
 
































   
 












   
 




















































      和  紙      洋  紙 


























   表  面 あらくて不均一 なめらかで均一 
   強  度 強い 針葉樹は強い 











































































































































































































































           























        【 事実 】 
伝統工芸品（和紙）の特徴や生産，歴史に関わる
知識 
       【 事実判断 】 
簡単に手にすることができ，効率的に，誰にでもよい仕事が
できる道具が生活を豊かにする。 

















第４節 規範を調整する授業―第 4学年単元「水はどこから」 
 
１.単元開発のねらい 











































































































表 14の視点から捉えられる関係と，その関係を規定する規範を整理している表 15である。 
【表 15 「水はどこから」の関係と規範】 
視
点 
関 係 規 範 
① わたしたちの生活と水との関係 健康的な生活を維持するために水を十分に確保するべき 











































































































































































































































【表 18 第４学年小単元「水はどこから」教授書試案】14） 
（１）単元名   「水はどこから」 
（２）学 年   第 4学年 
















































































































































洗濯は 30ℓ。おふろは 70ℓ。 
・トイレで 1回流すと 12ℓも水を使っている。 










































































































































































































































































































































































































過程 発  問 資料等 児童が獲得すべき知識・（児童の反応・予想） 
導
入 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【資料 20 児童の価値判断の分析】 















































































ならないのだろうか」という疑問を子どもに投げかけ,水の循環について学習した。                 


















【資料 22 水の循環システム】 




                                              地下水脈 







水道（蛇口） 配水池 浄水場 地下水 






















































































































































  健康な生活と良好な生活環境を維持するために水供給システムにおいて重視すべきことは何か 
   






































































































































































 ①石州半紙技術者会・石州和紙協同組合 http://www.sekishu.jp/ 
 ②紙の博物館 http://www.papermuseum.jp/ 
 ③西田和紙工房 http://www.pool.co.jp/nisidawasi/ 
 ④石州和紙技術社会・石州和紙協同組合『石州半紙 石州和紙』パンフレット 
 ⑤みんなの森 http://www.minnanomori.com/index.html 




②吉村和就『水ビジネス－110兆円水市場の攻防』角川 oneテーマ 21,2009年． 































              表 19 単元「用水をひく（小野田用水）」 
（１）単元の授業計画 
  第 1次  「どこから田んぼの水はきているの」  （2時間） 
  第 2次  「用水路の工事はどのように行われたの」 （1時間） 
  第 3次  「用水路の見学に行って自分の目で確かめよう」 （5時間） 
  第 4次  「先人の思いと当時の社会についてまとめよう」 （1時間） 
  第 5次  「他の事例への応用（赤穂上水）」 （2時間） 
 
（２）本時（「他の事例への応用（赤穂上水）」の授業計画 
  ①目標 
   他の地域でも土地を開き水を引く工事を行った先人には，自分だけのことや今だけのことを考える
のではなく，みんなのくらしがよくなるために働くという郷土を思う気持ちがあったことを理解する。 
  ②本時の授業仮説 
   地域ごとに抱えていた悩みは違っても先人たちは，自分たちのくらしをよりよくするために，常に
工夫して生きてきたという共通の考え方があったという習得内容を活用することで，先人の郷土を思
いよりよい生活に対する願いの深さを理解することができる。 
  ③本時の学習指導過程 







































































































































































































































































  内面化         分析 
 
    
規定化         対象化 
      
               
義務化         吟味 
 
    社会化の過程     吟味の過程 
【図 23 価値の内面化と吟味の過程】 
 







































































































































































































示した。第 1次から 3次は「政策の評価の吟味過程」,4次は「社会的判断の評価過程」である。 



































































表 20 「芋代官―井戸平左衛門の政治から考える」教授書 
第１次 井戸平左衛門について知ろう 




































































「 島 根 県
内 の 井 戸





「 井 戸 平
左 衛 門 の
































































































































































「 井 戸 平









「 サ ツ マ
イ モ の 栽
培」 
授業資料８ 
「 銀 山 も
のがたり」 
授業資料１ 
「 井 戸 平
左 衛 門 の
頌徳碑」 
授業資料２ 
「 島 根 県
内 の 井 戸






















































































































































































































第４次 ハリケーン・カトリーナから考える  







































































































































































































































































1674年（延宝 2年） 大洪水発生。（「寅の洪水」） 


















1784年（天明 4年）4月差入れより降り出し、特に 6月 4日、5日の大雨にて大洪水、田畑井手の損
害甚大（じんだい）。」「追々餓死人村々に出来、いのこ、わらびをほることおび
ただし。」 




1792年（寛政 4年）「7月 26日大風、中国より西一帯に不作。年内より 1升８０文ぐらい」 
1795年（寛政 7年）「土用中よりおよそ 60日ばかり雨がふる。田虫生じ油の力にて防ぐ、米 1升 86
文～87文ぐらい」 
1797年（寛政 9年）「6月 24日より約 60日間日照つづき、畑作は２～３分ぐらい、田は中作。」 




































































































        石見銀山領のききんの様子 
邇摩郡温泉津町井田、高野寺住職が享保 18年 12月 16日に書きとめた「為後年覚書之故（のちの
としのため、おぼえがきのこと）」を石原勝郎さんが書き直されたものをしょうかいします。 
享保 17年子（ね）の秋 7月 11日から、稲には残らず油虫がつき、8月 15日～16日までに全め
つし、みんながびっくりした。この年、東国では稲が中より以上のできだったというのに、五











門は享保 17年 12月から享保 18年 4月まで，石見銀山領の人々もれなく、男一人に米 2合、女一人
に 1合ずつ、毎日米の貸し出しを行いました。しかし平左衛門はこの 12月までの間にも、 
「ただ幕府の命令を待っていると 2ヶ月はすぎてしまう。飢えたものはその間に死んでしまう。」 


















































































         子十二月（享保十七年） 










































国 名       享保１６年       享保１７年 
備中・備後   １５８４７石余      ９１３４石余 
備中・美作     ２５６７８石余    １７３７８石余 






























































































【資料 24 「井戸平左衛門の政治は正しかったのか、間違っていたのか」話し合いの様子】 



































































































































































 それぞれの主張を確認した後，資料 25のように互いの意見を述べ合った。 
 
【資料 25 井戸平左衛門の政治は正しかったのか，話し合いの様子②】 











































































【表 21 井戸平左衛門の政治に対する評価】 
































【資料 26 「井戸平左衛門の政策は正しかったのか」についての話し合いの様子】 



























































































































































今考えています（結局 5 名） 















































































（正しい）17 人（正しくない）5 人 

















































































 この話し合いにおける子どもの意見をまとめたものが表 22である。 
 
【表 22 「井戸平左衛門の政策は正しかったのか」の話し合いにおける子どもの意見】 











































































































































































































































【表 23 第５学年単元「わたしたちの生活と食料生産」の単元計画】 






























































































○土気地区の JA の職員の方から話を聞き、農業の現状を知る。 
○これまでの学習をもとに、日本の米作りを元気にするための提案をまとめ、実際に行わ
れている取り組みと比べて、自分たちの提案について意見を出し合う。 









（鹿児島県）でさかんである。                         
② 軽量野菜の生産は，大都市に近い地域      ④ 生産地（農場）から消費地 
でさかんである。                （都市）までの輸送時間の差に 






⑥ 北海道は，火山灰地と霧のため，米や      ⑧ 農民は，地域の自然的条件の 
 野菜の生産に適さない。              のもと最大の利益を生む生産物 
⑦ 鹿児島県は，火山灰地と台風のため，       を生産する。 
 米や野菜の生産に適さない。 
⑨ 北海道と関東地方は，高速道路やカー                          
 フェリーでつながっている。                             ⑳ 食料品は，社会 
⑩ 鹿児島港は,南九州の玄関口といわれる     ⑫ 畜産の生産地には，輸送・加工    的条件を整えるこ 
⑪ 鹿児島県には資料の加工工場がある。       の施設がある。            とのできた地域で 




⑭ 三重県や岩手県では，小規模農家によ     ⑮ 牛肉生産は地域によって生産品 




〈第４次〉輸入牛肉：安さの秘密          ⑲ 牛肉生産はある地域で育てた 
⑰ アメリカでは，大規模農家が地元の安       子牛を別の地域で成牛に育てる 




































と表された農業基本法が制定された 1961年に始まる。1960年から 2005年までの 50年の推移を見る
と，GDPに占める農業生産は 9.0％から 1.0パーセントへ，農業就業人口は 1196万人から 252万人へ，































































































































































































１ 単元名 「日本の農業を考える」 















































































Ａ  三隅町室谷には、昭和 51 年に 4,520 枚を数えた日本最大の棚田があり，日本の棚田百選にも選ばれ
た。現在も約 1,000枚が残り，棚田米が栽培されている。 
Ｂ 高齢化と後継者不足のため耕作されない田圃が増え，農地は年々荒れ始めている。 



















第 1次 米の食味ランキングから考えよう 



























































































第 2次 庄内平野の米作りの工夫を調べよう 

















































































































































































































































第 3次 小規模農家の工夫を調べよう 















































































































































































第 4次 地域の農業について調べよう 


























































































































































第 5次 日本の農業問題を考える 
















































































































































































































      






































































































































































 都道府県名   地区       品種名 ランク 
 
 























  コシヒカリ 
  ヒノヒカリ 
  にこまる 
 A’ 
 A’ 







  ヒノヒカリ 
  コシヒカリ 












  ヒノヒカリ 
  夢つくし 
  夢つくし 









  ヒノヒカリ 












  ヒノヒカリ 
  ヒノヒカリ 
  コシヒカリ 
  森のくまさん 
  森のくまさん 





宮崎県  沿岸 
 霧島 
 霧島 
  コシヒカリ 
  ヒノヒカリ 




鹿児島県  県南 
  県北 
 県北 
  コシヒカリ 
  はなさつま 











  コシヒカリ 
  ヒノヒカリ 
  ひとめぼれ 





島根県  県中 
 県東 
  きぬむすめ 
  コシヒカリ 
 A’ 
 A’ 
鳥取県  県西 
 県西 
  コシヒカリ 





広島県  北部 
 南部 
 北部 
  コシヒカリ 
  ヒノヒカリ 
  あきろまん 
 A'  
 A’ 
 A’ 




  アケボノ 
  コシヒカリ 
  朝日 



















  コシヒカリ 
  あきたこまち 
  愛のゆめ 











  コシヒカリ 
  ヒノヒカリ 




徳島県  南部 
 北部 
  コシヒカリ 
  キヌヒカリ 
 A’ 
 A 
高知県  県中 
 県北 
  コシヒカリ 












  コシヒカリ 
  キヌヒカリ 
  キヌヒカリ 





京都府  丹波 
 丹後 
 丹後 
  コシヒカリ 
  コシヒカリ 
  キヌヒカリ 
 特 A 
 A 
 A’ 
滋賀県  湖北 
 湖南 
  コシヒカリ 
  秋の詩 
 A’ 
 A 
奈良県  県北   ヒノヒカリ  A 




三重県  中勢 
 伊賀 
  コシヒカリ 
  コシヒカリ 
 A 
 A 
岐阜県  美濃 
 飛騨 
  ハツシモ  
  コシヒカリ 
 A’ 
 A 
愛知県  三河 
 尾張 
 三河 
  こしひかり 
  あいちのかわり 

















  コシヒカリ 
  ハナイチゼン 
 A’ 
 A’ 
石川県  全県 
 全県 
  コシヒカリ 
  ゆめみづほ 
 A 
 A’ 
富山県  全県 
 全県 
  コシヒカリ 
  てんたかく 
 A 
 A’ 
長野県  北信 
 東信 
 全県 
  コシヒカリ 
  コシヒカリ 
  あきたこまち 
 A 
 特 A 
 A’ 










  コシヒカリ 
  ゴロビカリ 
  あさひの夢 
























  コシヒカリ 
  あさひの夢 








  コシヒカリ 
  彩のかがやき 
 A’ 
 A’ 
神奈川県  県西   キヌヒカリ  A’ 
茨城県  県北 
 県南 
 県北 
  コシヒカリ 
  あきたこまち 




千葉県  県南 
 県南 
 県南 
  コシヒカリ 
  ふさおとめ 










































  コシヒカリ 
  コシヒカリ 
  コシヒカリ 
  コシヒカリ 
  コシヒカリ 
  コシヒカリ 
  こしいぶき 
 A 
 特 A 
 A 
 特 A 
 特 A 
 特 A 
 A 





  コシヒカリ 
  コシヒカリ 
  コシヒカリ 
  ひとめぼれ 
  ひとめぼれ 
 特 A 
 A 
 A 
 特 A 
 特 A 
山形県  全県 
 全県 
 全県 
  コシヒカリ 
  はえぬき 
  ひとめぼれ 
 特 A 
 特 A 
 特 A 




  ササニシキ 
  ササニシキ 
  ひとめぼれ 
  ひとめぼれ 
 A’ 
 A’ 
 特 A 
 特 A 




  あきたこまち 
  あきたこまち 
  あきたこまち 
  ひとめぼれ 
 A’ 
 特 A 
 A’ 
 A’ 




  あきたこまち 
  ひとめぼれ 
  ひとめぼれ 
  いわてっこ 
 A’ 





  つがるロマン 





北海道  上川 
 上川 
 空知 
  きらら３９７ 
  ほしのゆめ 












































































































































































































































































              
           
        
          安全で安定的な食料の確保のために重視すべきことは何か 
 



































        【 事実 】 
・大規模農家の効率性を追求した取り組みについての知識 
・小規模農家の直売の取り組みについての知識 
        【 価値判断 】 
消費者のニー ズに適応した，効率的な生産を重視する。 
         【 事実 】 
農地保全を目的とした「三隅農業支援センター みらい」の取
り組みについての知識 




         【 価値判断 】 
農地保全や農村共同体の保全を重視する。（持続性の重視） 
【 農業政策 】直接所得の保障 【 農業政策 】農産物の価格の維持 

















































































































































⑩坂根幸夫『授業プリントシリーズ No.6 芋代官』粕淵印刷，2000年. 
⑪富永健一『社会学講義 人と社会の学』中公新書，1995年. 




























第 7章 制度・政策・法・社会的判断を時間的に比較・分析する授業 
         ―第 5学年単元「水俣病から考える」― 
 



















                     
 
 
        





         
         
 
 
          
 
          






    自己の価値判断の再構成 
現在の社会的価値の成立過程の分析 
















































































 単元の展開は後述する資料 27 の「２．単元の流れ」に示している。教授書にしたがって授業の展開
を説明する。 
（１） 第１次「水俣病ってなんだろう？」 































































           資料 27 第５学年小単元「水俣病から考える」教授書 
１．到達目標 






第 4段階                  第１次水俣病裁判 
   
 
 
Ｂ 社会的論争問題の吟味        水俣病患者認定申請問題 
    
 


























 経済の発展のためには個人の生命・健康の尊重は制限されるべきである  経済的な利益より個人の生命・健康を尊重すべきである。 
 【第１次水俣病裁判に関わる事実的知識】公害をもたらすような企業活動は不正であり，企業の不正行為の責任を追求する
ことが正しいと判断された。 




















































































































































































































第 2 次「なぜ水俣病患者は『見舞金契約』を結んだのだろうか」 



















































































































































第 3 次「なぜ水俣病被害者は第 1 次水俣病裁判で勝訴することができたのだろうか」 













































































































































































































































































































































































整    























































































































































































































































































   死者    30万円 
   葬祭料
そうさいりょう
   2万円 




 年間 10万円 































































































【栗原 彬編『証言 水俣病』岩波新書,2000,】 
 

























































































昭和 32年  人口 約 43000人 





昭和 36年 水俣市に入る税金（予算）2億 1060万円 




































































































































































































































































 死者・重 傷 者
じゅうしょうしゃ
 1800万円 
 次いで     1700万円 
 軽症者
けいしょうしゃ













































































































































ふ り か え る
。人間
として人間をとる。そうでなければ「水俣」には迫れない

















































































































































































【授業資料 17  判決理由】 





























































































































































   処分済 未処分 
認定 棄却 未審査 答申保留 処分延期  計 
 










   64 
 












  677 
 
   17 
 
   44 
 












    4 
 














   68 
 
  168 
  
 8,147 
※司法認定は含まれていません。  ※上記の表中で、（ ）は死亡者数再掲 
（水俣市立水俣病資料館ホームページ http://www.minamata195651.jp/） 
 
【授業資料１９ チッソとの補償協定に基づく補償給付内容（平成 17年 10月末現在）】 






 Aランク 1,800万円      （※A.Bランクには家族にも一時金が 
 Bランク 1,700万円         支払われる。） 
 Cランク 1,600万円 
 医療費
い り ょ う ひ


















Bランク  ９０,０００ 
Cランク  ６７,０００ 
 その他 介護費
か い ご ひ
・葬祭費




ち り ょ う ひ
・マッサージ治療費























































も う し た
て 






























































【栗原 彬編『証言 水俣病』岩波新書,2000】 
218 
 







































































                                    （水俣湾のサンゴ） 







し き り あ み
も取り除かれ








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【資料 28 第1次の記録】 
番
号 


























































































２．過去の価値判断の認識（第 2 次「なぜ患者は見舞い金契約を結んだのだろうか」） 
第 2 次では，当時の水俣市の各社会集団（患者，患者家族，工場，地域の人々，国・県などの政府）
が水俣病に対してどのような態度をとったのか，授業資料９「水俣病に対する差別と排除」，授業資料
10「水俣はチッソの城下町」，授業資料 11「チッソの主張」，授業資料 12「隠蔽 人命より経済成長
優先」から調べ項目別にまとめた。その一部を示したものが資料 29 である。まとめた表から「当時は
どんな社会であったといえるのか」考え，意見を交流
した。それぞれの児童の考えを表 24 に示した。 

















































































































































































【表 25 第 3次授業の記録】 

























































【表 26 和解解決策を受け入れるか受け入れないかについての意思決定】 
番号 受け入れるか受
け入れないか 










５ 受け入れない 患者が 260万円では認められないと思う。 
６ 受け入れない いやでしかたなく受け入れるのなら受け入れないほうがいいと思う。 
７ 受け入れる もうお金はもらえない。もう争っても無理だと思った。 













12 受け入れる 260万円もらえればそれでいい。それ以上続けても裁判で認めてもらえない。 
13 受け入れない やっぱり自分が言いたいことはいったほうがいいと思うからです。いっぱい苦
しんでいるのにこんなかんたんすぎるさまは受けてはいけないと思う。 
14 受け入れない こっちは苦しんでいるし水俣病になっている人は同じなのに 260万円だなんて
1600万円に比べたら全然ちがうと思うから。 
15 受け入れない みんな水俣病なのに 1800万円もらう人と 260万円しかもらえない人がいるの
はおかしいと思う。 
16 受け入れない 260万円は少しだけのお金だし借金もあるからもっと増やしてほしい。 
17 受け入れない どうせまた裏切られるから。 












23 受け入れない もうちょっとがんばったらいける。だから今は受け入れない。 
24 受け入れる 260万円もらえればもういいと思って受け入れた。裁判をおこしても認めてく
れないと思ったから。 






























































































































































































































































































           児童の考え 
１ 受け入れない 人の命,人権を大切にしたいです。人の命を優先しないと周りばっかり気にしていると
人は死んでしまうので人の命はやっぱり優先だと思う。 
２ 受け入れない 悲しみなどを訴えたほうがいいから。 
３ 受け入れない 町の財産と人の命はかなり違う。1540万円の差が激しい。社会の関係だけ大切にし
ていたら救える人の命まで救えない。 
４ 受け入れない 社会との関係より人の命を大切にしたいからです。 
５ 受け入れない 受け入れた人はたださわぎを終わらせたいだけで,人の命のことを考えていな
い。 





































































































































































 第２限象：個の生命・健康の保障    第１象限：生命・健康の重視と社会負担との調整 
        （社会的判断 B）        （社会的判断 A） 
       ・漁民騒動         ・政府和解案 
       ・第 1次水俣病裁判判決 
       ・関西訴訟 
 
                     
        （社会的判断 C）        （社会的判断 D） 
       ・チッソ水俣工場の廃水    ・見舞金契約 
        の垂れ流し・隠ぺい 
                      
 
第 3象限：個の経済的利益の追求     第４象限：社会全体による経済重視の政策 
            
 






         基本的人権の尊重 
      （原理１の検討：見舞金契約，第１次水俣病裁判の分析） 
 
 
経済的発展の重視          生命・健康の重視 
                 （原理２の検討：政府和解案の検討） 
              
           個の重視                社会の重視 













































 ①町田起美恵「公害を防ぐ努力」古川清行編『子どもが生きる授業 社会 5 年』小学館,1985 年，pp.151
－161. 
②藤井勝俊「わたしたちの生活と工業（公害）の教え方」歡喜隆司編『子どもを生かす社会の教え方』明
治図書，1984 年，pp.126－131.  
③横山吉雄「資料の活用と調査活動を取り入れた実践―第 5 学年・小単元「公害をふせぐ努力」を通し
て－」次山信夫，羽豆成二編『子どもが追究する社会科の授業 5 年』教育出版,1991 年，pp.62－79.  
④今井規雄「小単元 公害を防ぐ努力」古川清行，粟飯原総胤，高橋貞夫，梶井 貢編『基礎・基本をふ
まえた社会科指導の実際 5 年』東洋館出版社，1985 年，pp.141－149.  
⑤菊池祐介，島本弘樹「人物を中心にした水俣病学習－小学校・高校の実践を通して」東京学芸大学史学
会『史海』56，2009 年，pp.14-24.  
⑥白尾裕志「小学校の授業 地域・生活から社会認識を育てる（３）水俣病の授業－公害から環境の再認
識へ」歴史教育者協議会『歴史地理教』775，2011 年，pp.38-43.  




47 巻 3 号，2011 年，pp.83-98． 
２）第 5 学年単元「水俣病から考える」の開発に際して，参考にした文献は以下の通りである。 
 ①石牟礼道子『苦海浄土』講談社文庫,2004 年． 
②原田正純『水俣病』岩波新書,1972 年． 
③原田正純『水俣病は終わっていない』岩波新書,1985 年． 
④NHK 取材班『戦後 50 年その時日本は第 3 巻』NHK 出版,1995 年． 
⑤宇井 純『公害の政治学』三省堂,1968 年． 
⑥水俣病 50 年取材班『水俣病 50 年－「過去」に「未来」を学ぶ』西日本新聞社,2006 年． 
⑦W・ユージン・スミス,アイリーン・M・スミス,中尾ハジメ訳『写真集 水俣』三一書房,1980 年． 
⑧岩波新書編集部編『シリーズ日本近現代史⑩ 日本の近現代史をどうみるか』岩波新書,2010 年． 
⑨猪木武徳『戦後世界経済史 自由と平等の視点から』中公新書，2009 年，p.373． 
⑩武田晴人『シリーズ日本現代史⑧ 高度成長』岩波新書，2008 年． 
⑪吉見俊哉『シリーズ日本現代史⑨ ポスト戦後社会』岩波新書，2008 年． 
⑫政野淳子『四大公害病 水俣病，新潟水俣病，イタイイタイ病，四日市公害』中公新書，2013 年． 
３）溝口和宏『現代アメリカ歴史教育改革論研究』風間書房，2003 年，p.20. 
４）溝口和宏「開かれた価値観形成をめざす歴史教育の論理と方法―価値的知識の成長を図る四象限モデ





































































江戸幕府を中心に据えた幕藩体制             商人中心の貨幣経済システム 
               
























































































































































 第 6学年単元「開かれた石見銀山」の教授書は表 27に示した。詳細は以下のとおりである。 
（１）第 1次「石見銀山の秘密をさぐろう①」 









































































































































































































第１次 「石見銀山のひみつをさぐろう①」  




































































































































































































































































































































































































































































































































































      








































































第 5次 「貨幣の流通は何をもたらしたのか？－石銀地区の発掘品から考えよう 




































































































        陶磁器    貨幣 
 
                    大森へ 
 
瀬戸 伊万里 唐津 備前 信楽 

















































    貨幣    貨幣    商品 
        銀 
        商品       商品                    
          


























第 6次 「これからの石見銀山」 














































































































































































































































































































































































宿駅 里数 休泊 備 考 宿泊 里数 休泊 備 考 







える。 堂原 １   









水鳥 ４   








犬島 ７   
牛窓 ３ 5／3  

























網干 ２   
飾磨津 ３   
高砂 ４   













須磨 ３   
兵庫 ２   


































































































































の 10月下旬から 11月上旬にかけて大森を出立し,約 130ｋｍの道のりを三泊
四日かけて尾道まで向かうものでした。尾道から瀬戸内海を通り,大阪にて水揚げ



















































































































































































【東京書籍『新編 新しい社会 6年上』2004，p.63より作成】 
 





















































































































































































































































せ と も の
,銅,  





こ ま も の
が積まれた。 
 
【佐藤和彦『絵や資料で調べる江戸時代前期 士農工商の世の中』あかね書房，1998，p.32 林 玲子編『日本の近世
５ 商人の活動』中公公論社，1992，p.81より作成】 
 





































































































































































































































  江戸の大商人といわれた三井家の呉服店（三越デパー トの前
身）。現金で取り引きして定価で売る 
（「現金掛け値なし」）という新しい商売の仕方で,大評判になった。 



































































































































 第１限象：政権を獲得するための商品    第２象限：政権を獲得するための貨幣 
      としての価値               としての価値 
     （具体的事実 A）         （具体的事実 B） 
    ・戦国大名は領国を広げることを重視 ・江戸幕府は，市場を安定化し制御する 
したため，銀は戦争に必要な物資と  ことで幕藩体制を維持しようとした。 
交換するための商品としての価値を  銀は市場システムを構築する貨幣とし 
もった。              ての役割を担った。 
 
     （具体的事実 D）         （具体的事実 C） 
    ・銀は地域経済の活性化を担う，観光 ・商品のやりとりを活発にして,より 
     資源としての価値をもった。     生活を豊かにするために貨幣が使わ 
                       れるようになった。銀は市場システ 
                       ムをより活性化するための貨幣とし 
                       ての価値をもった。 
第４象限：経済を活性化させるための    第 3象限：経済を活性化するための 
商品としての価値             貨幣としての価値 
            
 





































































































































































































































【表 28 自主的自立的な価値観形成を保障する小学校社会科の類型】 

















                   自主的自立的な価値観の成長 










中学年                        高学年 























































１． 碧海純一『法と社会 新しい法学入門』中公新書，1967 年． 
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